
Q　
滋
賀
県
は
災
害
が
少
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
地
震
や
台
風
等
の

災
害
に
つ
い
て
、
危
機
感
を
持
つ
と

同
時
に
有
事
の
際
へ
の
備
え
は
万
全

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
推
進

は
。

②
市
民
が
学
べ
る
場
な
ど
の
企
画
は
。

③
イ
ベ
ン
ト
等
の
防
災
ブ
ー
ス
で
戸

別
受
信
機
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

考
え
は
。

④
学
校
で
の
防
災
教
育
の
現
状
は
。

A　
①
自
治
会
、
学
校
、
企
業
等
へ

市
職
員
が
出
向
く
防
災
出
前
講
座
で

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
市
民

参
加
の
初
期
消
火
訓
練
や
救
命
講
習

な
ど
の
訓
練
を
取
り
入
れ
、
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会

や
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
７
回
の
連
続
講
座

Q　
「
事
務
事
業
見
直
し
方
針
」
は
、

５
億
円
を
削
減
目
標
と
し
て
、

◦
事
業
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
過
剰

◦
単
独
事
業
の
縮
小
・
廃
止

◦
合
理
化
・
経
費
削
減

◦
事
業
統
合

◦
人
件
費
抑
制

◦
数
年
お
き
の
事
業
実
施

◦
負
担
金
や
使
用
料
・
手
数
料
の
見

　
直
し

　
な
ど
細
か
く
指
示
し
て
い
る
。

　

５
０
１
億
円
も
の
大
型
予
算
は

「
事
務
事
業
見
直
し
方
針
」
と
相
反

す
る
の
で
は
。

A　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政

需
要
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
限
ら
れ

た
職
員
で
必
要
な
施
策
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し

は
必
然
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
合
併
後
２
番
目
の
大
型
予
算
と
な

っ
た
の
は
、
10
年
後
20
年
後
を
見
据

え
、
今
は
攻
め
の
政
策
の
時
期
と
の

判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。

Q　
政
府
は
生
活
保
護
基
準
を
引
き

下
げ
、
介
護
保
険
は
８
月
か
ら
利
用

料
が
現
役
並
み
所
得
者
を
３
割
負
担

に
引
き
上
げ
る
。
所
得
が
上
が
ら
な

い
一
方
で
、
支
出
が
増
え
、
市
民
生

Q　
４
月
に
当
市
が
誘
致
し
た
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
野
外
イ
ベ
ン
ト

「
も
も
ク
ロ
春
の
一
大
事
」
が
開
催

さ
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

Ｓシ

ー
Ｅ
Ａ 

Ｔト

ゥＯ 

Ｓサ

ミ

ッ

ト

Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
も
６

月
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
県
内

外
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

①
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
よ
る
集
客
数

と
経
済
効
果
は
。

②
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

戦
略
と
そ
の
効
果
は
。

③
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の

Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

④
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
と
Ｐ

Ｒ
方
法
は
。

⑤
当
市
へ
の
来
訪
者
数
は
。

A　
①
集
客
数
は
２
日
間
で
約
３
万

人
、
経
済
効
果
は
約
７
億
５
千
万
円

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

②
広
報
ひ
が
し
お
う
み
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発

信
と
、
報
道
機
関
に
も
取
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
き
め
細
や
か

な
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
催
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ

ブ
配
信
や
、
当
日
の
物
産
販
売
お
よ

を
通
し
て
防
災
の
基
本
的
な
知
識
を

得
る
こ
と
の
で
き
る
「
防
災
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

③
防
災
・
減
災
の
つ
ど
い
の
会
場
等

で
、
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

④
小
学
校
の
理
科
で
火
山
の
仕
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
科
を
通
じ
て
、
自
然
災
害
等
の
現

状
や
そ
の
原
因
を
知
り
、
防
災
・
減

災
の
た
め
の
予
防
的
な
知
識
や
技
能

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

Q　
「
重
点
施
策
へ
の
取
り
組
み
」
で

は
、
企
業
立
地
促
進
に
１
億
８
２
７

２
万
円
や
中
心
市
街
地
活
性
化
に
８

９
６
６
万
円
、
街
路
事
業
に
11
億
９

６
０
万
円
な
ど
、
体
力
の
あ
る
企
業

や
中
心
部
へ
の
投
資
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
偏
り
が
あ
る
の
で
は
。

A　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い

て
地
方
創
生
の
重
点
事
業
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
度
予
算
の
す
べ
て
の

事
業
を
横
並
び
で
見
る
と
、
市
全
体

を
網
羅
し
た
予
算
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
は
本
当
に
大
変
で
あ
る
。

　
企
業
支
援
や
街
路
事
業
等
を
見
な

お
し
て
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
や
大
学
生
へ
の
給
付
型
奨
学

金
の
創
設
、
給
食
費
無
料
化
へ
踏
み

出
す
な
ど
実
質
的
な
子
育
て
支
援
策

を
す
べ
き
で
は
。

A　
各
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
大
き
な
柱
と
し
て

「
若
い
世
代
が
希
望
を
か
な
え
る
夢

の
あ
る
東
近
江
市
の
創
生
」
を
掲
げ

て
お
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

び
観
光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
出
店
に
よ
る

観
光
地
へ
の
誘
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
観
光
振

興
に
極
め
て
大
き
な
効
果
が
見
込
め

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
東
近
江
ス
マ

イ
ル
ネ
ッ
ト
の
市
政
広
報
番
組
、
新

聞
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
に
よ
り
競
技

へ
の
参
加
や
当
日
の
沿
道
応
援
、
前

日
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
今
年
も
昨
年
以
上
の
ご
声
援
を
い

た
だ
け
る
よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

④
「
ま
る
ご
と
東
近
江
」
と
題
し
、

市
民
向
け
観
光
ツ
ア
ー
や
魅
力
発
見

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
ま
た
、
首
都

圏
で
当
市
の
多
様
な
魅
力
を
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

⑤
28
年
が
約
２
１
３
万
人
、
29
年
が

約
２
４
３
万
人
で
す
。
30
年
は
２
５

５
万
人
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
Ｓシ

ー
Ｅ
Ａ 

Ｔト
ゥＯ 

Ｓサ

ミ

ッ

ト

Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

　
人
力
の
み
で
琵
琶
湖
（
カ
ヤ
ッ
ク
）
か
ら

東
近
江
市
の
街
並
み
（
自
転
車
）、
そ
し
て

鈴
鹿
10
座
（
登
山
）
へ
と
進
む
中
で
、
自
然

の
循
環
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
か
け
が
え
の
な

い
自
然
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
環
境
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

田
郷　

 

正

太
陽
ク
ラ
ブ

安
田　

高
玄

天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る

５
０
１
億
円
も
の
大
型
予
算

偏
っ
た
予
算

市
民
に
寄
り
添
っ
た
予
算
に

観
光
戦
略
で
知
名
度
Ｕ
Ｐ

防災訓練の土のう積み体験

※
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